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研究成果の概要（和文）：牛のアナプラズマ症やバベシア症含むマダニ媒介性感染症は、世界規模で甚大な被害
を与えており、海外悪性伝染病に指定されている。本研究は、新たな診断法を開発すると共に、フィリピンにお
ける牛のアナプラズマ症ならびにバベシア症の感染状況を明らかにし、日本のアナプラズマ症とバベシア病に対
する検疫体制強化に貢献することを目的として行われた。その結果、牛のアナプラズマ症ならびにバベシア症に
対する新規の遺伝子診断法が開発された。これらの診断法を用いたフィリピンマニラ周辺地域における牛のアナ
プラズマ症ならびにバベシア症の疫学調査により、これら病原体を含むマダニ媒介性病原体の高い感染率が認め
られた。

研究成果の概要（英文）：Bovine tick-borne diseases including anaplasmosis and babesiosis causes 
great economic losses to animal industry worldwide and designated as an exotic infectious disease. 
Objective of the present study was to develop new gene diagnostic test against anaplasmosis and 
babesiosis to do molecular epidemiological survey on anaplasmosis and babesiosis in Philippines, and
 to contribute for strength of the quarantine system in Japan. As a result, new gene diagnostics was
 developed against bovine anaplasmosis and babesiosis. The epidemiological surveillance at the 
surround area of Manila in Philippines demonstrated high prevalence of tick-borne pathogens 
including anaplasmosis and babesiosis in these regions.

研究分野： マダニ媒介性感染症学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
[本研究の学術的意義] 牛のマダニ媒介性感染症として代表的なアナプラズマ症ならびにバベシア症に対するPCR
法やLAMP法などの遺伝子診断法が開発された。また、これらの診断法を用いたフィリピンマニラ周辺地域におけ
る牛のアナプラズマ症ならびにバベシア症の疫学調査を行ったところ、これらの地域でマダニ媒介性病原体の高
い感染率が認められた。[本研究の社会的意義] 本研究で開発されたPCR法やLAMP法による診断技術が動物検疫体
制の強化に貢献することが今後期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、TTP の合意の実施により海外からの動物・畜産品の輸入が急増し、これに伴う海外の

動物感染症に対する万全な監視体制を整えると共に海外の各種感染症の流行状態を把握するこ
とが強く要求されている。我が国と貿易が盛んなフィリピンは、2008 年から経済連携協定
(JPEPA)が結ばれており、フィリピンからの動物・畜産品(一部の動物とその非加熱製品を除く)
の輸入は増加の一途を辿っている。しかし、フィリピンにおける動物感染症の流行実態はほと
んど明らかにされておらず、とりわけマダニ媒介性疾病に関する公式情報はほぼ皆無である。 
マダニ類は魚類以外の全ての脊椎動物に寄生可能な宿主域と長時間にわたっての大量吸血、

またウイルス、リケッチア、原虫など、ほぼ全ての病原体の伝播に関与しうる、他に類をみな
い突出した病原体媒介能を持つ。近年、アジア地域では重症性血小板減少症候群ウイルス
(SFTSV)などの新興感染症出現の危険性が危ぶまれている。このように、感染症媒介におけるマ
ダニの役割はより多様化している。従って、マダニおよびマダニ媒介性疾病対策は人を含めた
動物の健康と畜産業においては不可欠であり、より有効な対策法の開発は今や世界的な急務で
ある。そのため、マダニ防除のためのワクチン・治療薬開発に繋がる高度な研究に極めて重要
な情報をもたらすものとして、マダニやマダニ媒介性疾病を公衆衛生学的に再評価する疫学的
研究が必要とされている。 
 

２．研究の目的 
 このような背景から本研究は、フィリピンにおけるマダニ媒介性疾病の流行の実態を明らか
にすることに着目した。その第一歩として、フィリピンにおけるマダニと牛・水牛のバベシア
原虫、アナプラズマ(リケッチア)、ダニ脳炎ウイルスなどマダニ媒介性病原体の流行実態を分
子疫学的手法により調査することを企画した。特に、バベシアなどのマダニ媒介性原虫は牛に
重度の貧血・黄疸を主微とする致死的感染症を引き起こし、その多くは家畜(法定)伝染病とし
て指定され、日本国内には存在しない。しかし、日本にはこれらの原虫を媒介しうるマダニの
存在が確認されているために、一度国内に侵入すれば広く蔓延・浸潤する可能性が大きく、そ
の清浄化は非常に困難と想定される。このようにフィリピンにおけるマダニ媒介性動物感染症
に焦点をあて、その流行実態を解明することにより、日本の輸入検疫体制強化とフィリピンの
診断・予防対策の向上に資することを目的として企画した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、フィリピンにおけるマダニ媒介性動物感染症の流行実態の解明と予防対策の確立
を目指し、次のような内容で実施した。(1) 実施地域：フィリピンのマニラ近郊カラバルソン
地方を疫学調査実施国とした。(2) 国内準備：現地疫学調査を成功裏に終わらせるために、牛・
水牛のバベシア、アナプラズマ、ダニ脳炎ウイルスの主要抗原遺伝子の探索、血清診断法・遺
伝子診断法の確立を国内ラボで行った。(3) 現地調査：ラボで確立した種々の診断法や予防法
のフィールド応用を図った。また、フィールド疫学調査データを、現地に適した簡易・迅速診
断法ならびに予防法開発にフィードバックした。 
 
４．研究成果 
（１）PCR 法によるアナプラズマ・バベシア・タイレリアの検出 
 フィリピンマニラ周辺地域(カラバルソン地方)における農場から 250 頭の水・乳・肉牛の血
液やその周辺のフラッギング法によるマダニを採取し、DNA を抽出後、マダニ媒介性感染症の
流行実態を nested PCR 法で調べた。また、血液については血液塗抹による病原体の確認を行っ
た。その結果、水・乳・肉牛はアナプラズマ種が 90％、バベシア種が 20%、タイレリア種が 9％
の感染率であった。それら陽性検体について PCR 産物の DNA 配列を決定したところ、Anaplasma 
marginal、Babesia bigemina、B. bovis、Theileria orientalis、T. buffeli の遺伝子と高い
相同性が認められた。一部のマダニもこれらの虫体の遺伝子が検出された。血液塗抹について
はアナプラズマ様虫体が観察された。 
 これらの結果から、フィリピンの水・乳・肉牛はマダニ媒介性病原体を高い確率で保持してい
ることが分かった。 
 
（2）PCR 法によるフラビウイルスの検出 
フィリピンマニラ周辺地域(カラバルソン地方)における農場から 250 頭の水・乳・肉牛の血

液やその周辺のフラッギング法によるマダニを採取し、RNA を抽出後、フラビウイルス特異的
PCR を行った。その結果、フラビウイルス RNA の検出を試みたが、牛の血液ならびにマダニに
ついては陰性であった。従って、牛がフラビウイルスに感染している可能性が低いことが示唆
された。 
 

（3）簡易的 ELISA によるダニ媒介性脳炎に対する抗体の測定 
牛血液から得られた一部の牛血清を用いて、ダニ媒介性脳炎ならびにその近縁種であるラン

ガットウイルスに対する抗体を検出するために簡易的 ELISA を行った。その結果、これらのウ
イルスに対する抗体は陰性であった。従って、牛がこれらのウイルスに感染している可能性が
低いことが示唆された。 



 
（4）LAMP 法によるアナプラズマ・バベシアの検出 
 フィリピンマニラ周辺地域(カラバルソン地方)に
おける農場から採取したの水・乳・肉牛の血液のう
ち、PCR 陽性検体を用いて、LAMP 法によるアナプラ
ズマならびにバベシアの検出方法を検討した。その
結果、A.marginal については写真にように PCR 陽性
検体を検出することに成功した(図 1 No. 1～3)。現
在、B. bigemina、B. bovis については、LAMP 法の
確立に向けて条件検討を行っているところである。 
 
（5）今後の展望 
 本研究において、牛のマダニ媒介性動物感染症であるアナプラズマ症ならびにバベシア症に
対する PCR 法や LAMP 法の遺伝子診断法が開発することができた。また、これらの診断法を用い
たフィリピンマニラ周辺地域の牛のアナプラズマ症ならびにバベシア症の疫学調査により、こ
れらの地域でマダニ媒介性病原体の高い感染率が認められた。このように、本研究で得られた
成果ならびに本研究で開発されたPCR法やLAMP法による診断技術が動物検疫体制の強化に貢献
することが今後期待される。 
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